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　南側の三方岳や天水山を背に立つと、北東方面に素晴らしい景色が

広がります。刈羽黒姫山（890m）に続いて、駒ヶ岳（2003m）、八海山（1775m）、

中ノ岳（2085m）の魚沼三山があり、その手前に東山城山（641m）、有倉

山（633m）の松之山地域と中里地域との境をなす尾根が見えます。さ

らにその手前には兎口集落（表紙写真参照）が見え、集落、田んぼ、ブナ

林がモザイク状に配置された里山景観を楽しむことができます。スギ

林に溶け込むようにキョロロの鋼鉄製の塔も見えます。大気の状態に

よっては日本海も遠望できます。さらに右手には巻機山（1967m）とそ

の手前には当間高原が開けて見えます。谷川岳や三国方面の山々に続

いて、南東方面には平坦な小松原、その右に立つ神楽峰（2030m）、苗

場山（2145m）が見え、奥志賀の山々に続きます。南東から南側にかけ

ての手前側には松之山温泉スキー場、丸山（681m）、天水山（1088m）の

関田山脈へと重なる山々が見えます。その手前に見える宝用水は

1813 年 ( 文化 10 年）から 11 年がかりで造られた農業用水路で、水源と

なる山々と棚田をつなぐ重要な役割を果たしています。雨水に頼って

耕作していた人々にとっては悲願の用水路であり、現在も山々が蓄え

た豊かな水が宝用水を通り、周辺地域の棚田を潤しています。
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　大松山からの眺めは、季節や時間、大気の状態などによって様々に変

化します。標高は 672m で松之山地域で最も高い三方岳（1138m）より

500m近くも低いですが抜群の眺めを楽しむことができます。
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花ごよみ調査‘11
松之山自然友の会

花の散歩道ガイドマップ

松之山には豊かな自然が残っていて、季節ごとに咲く花々が移り変わっ

ていきます。大松山は、直峰・松之山・大池県立自然公園に指定され松

之山を代表する自然が広がっています。このガイドマップには実際に調

査をして見つけた散歩道を彩る花の情報が満載です！ぜひ「大松山」に

花を探しに出かけてみてください。



・生き物を大切にしましょう。

・危険な生き物に注意しましょう。
散策時の注意点

野外には危険な生き物もいます。もしもの時のために
対処法を覚えておきましょう。

里山の生き物は、豊かな自然と里山に暮らす人々によって維持されています。
植物を採集したり、外から生き物を持ち込んだりするのはやめましょう。

ハチ

マムシ

ヤマウルシ

①マムシ：草むらにいることが多いので、不用意に草むらに
入らない。出会ってしまったら、刺激はせずにゆっくりその場
を離れる。かまれた場合は、すぐに病院へ行く。

②ハチ：出会ってしまったら、手で払ったりせずに姿勢を低く
してゆっくりとその場を離れる。巣が近くにある場合は襲わ
れる可能性が高いので、速やかにその場を離れる。さされた
場合は、すぐに毒を絞り出し、水があれば洗い、病院へ行く。

③ヤマウルシ：かぶれる場合があるので、むやみに触らない。
かぶれると赤い発疹が出てかゆくなるが、かかずに速やかに
皮膚科に行く。

・「里に入りて里に従い」ましょう。
大松山一帯は、新潟県立公園に指定されています。山菜をはじめとし
た草花をむやみに採集するのは控えましょう。里山のルールを守って
楽しい散策を。
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尾根は土が流れやすく栄養が乏しいため、尾根の環境に適応し
た植物が現れます。春は尾根を特徴づける植物が花の見頃を
迎えます。

イワフネタチツボスミレ （スミレ科）
オオタチツボスミレとナガハシスミレの雑種。

チゴユリ （ユリ科）
姿が小さく子どものようなかわいさがある。

ヒメハギ （ヒメハギ科）
足元に咲くユニークな形の紅紫色の花。

オオイワカガミ （イワウメ科）
鏡のように輝く葉を持つピンク色の花。

大松山の散策路は尾根上を歩く道です。尾根

の雪解けは周辺よりも早く、春の訪れに合わ

せ次々に花が咲いていきます。

ユキグニミツバツツジ （ツツジ科）

ヤマツツジ （ツツジ科）
松之山では「クイバナ」と呼び、花びらを食べる。

カクミノスノキ （ツツジ科）
花びらが角ばって五角形をしているのが特徴。

アカモノ （ツツジ科）
真っ赤な茎と白い花のコントラストが美しい。

イワナシ （ツツジ科）
地面にへばりつきひっそりと咲く。実は美味。

ヒメヤシャブシ （カバノキ科）
放線菌と共生している。多雪地に広く分布。

アカマツ （マツ科）
マツタケをはじめ様々な菌と共生している。

ハナヒリノキ （ツツジ科）
葉の粉が鼻に入るとくしゃみ（はなひり）が出る。

ツツジ科の植物は尾根に特徴的には
えます。大松山では多くの種類のツツ
ジを確認することができました。

菌根菌と共生することで栄養が少なく
乾燥する環境を克服する種もいます。

葉の裏の主脈上に毛が
密生し、葉柄には毛がな
い点が特徴。

鮮やかなピンク色が春の訪れを告げてくれる。
松之山では急斜面に多く、急斜面を意味する「倉」
をとり「クラツツジ」と呼ばれる。



ヤマボウシ （ミズキ科）
花びらのような部分はガクで、丸い部分が花。

ネジバナ （ラン科）
天を目指してらせん状に咲き昇る花。

リョウブ  （リョウブ科）
新芽は混ぜご飯に。飢饉に備え植えられた。

ウツボグサ （シソ科）
秋に枯れた穂を薬用とし、生薬名は夏枯草という。

明るい日差しを受け、活力に満ち溢れる夏。

散策路や山頂は心地よい風が吹き、とても

さわやかです。

ルートの終点にそびえたつオオバボダイジュ。小さな黄色い
花を多数つけた姿は壮観。樹皮が丈夫なので、昔は縄や布の
原料として利用されていました。

足元をよ～く見てみると、小さな花が咲いている
のに気づきます。普段は見過ごしがちな花たちで
すが、この機会に観察してみてください。

オオバボダイジュ （シナノキ科）

アサギマダラ （タテハチョウ科）

ヨツバムグラ
（アカネ科）

オオチドメ
（セリ科）

アリノトウグサ
（アリノトウグサ科）

秋にはこのような種子をつける。上
についているのは総苞葉といい、こ
れがプロペラの役割をして種子を
遠くまで運ぶ。

茎には稜があり、四角
くておもしろい。

花をアリに見立て、アリ
の搭のように見えるの
で名前がついた。

葉を絆創膏のように
使って血を止めた。



センボンヤリ （キク科）
花には春型と秋型があり、秋に咲く閉鎖花。

リンドウ （キキョウ科）
根が熊の胆より苦く竜胆（リンドウ）の名がついた。

キンミズヒキ （バラ科）
細長い花序を金色の水引に見立てた。

オトコエシ （オミナエシ科）
松之山のいたる所で見かける秋を代表する花。

ノコンギク （キク科）
花びらの紺色が美しい。つぼみの色は更に濃くて美しい。種子に長い冠毛があるのが特徴。

オヤマボクチ （キク科）
葉裏のくも毛をそばのつなぎなどに利用した。

シラヤマギク （キク科）
根元につく葉は大きくハート型。

ヒヨドリバナ （キク科）
ふさふさとした淡いピンクの花をつける。

アキノキリンソウ （キク科）
鮮やかな黄色の花が穂状に連なり豪華。

植物によっては、咲かない花をつけることがあります。そのよう
な花を閉鎖花（へいさか）と呼びます。散策路には閉鎖花をつけ
るセンボンヤリ、スミレ類が点在するので観察に適しています。

秋と言えばキク。野生のキクも美しい花がたくさん！園芸種とは
一味違った可憐な美しさを楽しむことができます。

スミレ （スミレ科）

閉鎖花は結実率が高い。

花が開く春型の花

めしべが外に出ていないのが閉鎖花の
果実の特徴。

返り花も見られる。気候が暖かいと春と
間違えて秋にも咲いてしまう。

紅葉に彩られた散策路には美しい花々が咲

き誇ります。果実や種子なども見られ秋の散

策路は見どころ満載です。



花ごよみ調査の目的

2011 年度調査結果

野外調査

表　2011 年度花ごよみ調査で確認された種と開花確認月（調査日は⑤：5/21、⑥：6/18、⑦：7/16、⑧：8/20、　　 　⑨：9/17、⑩：10/15、⑪：11/19）

花ごよみ調査とは？

展示物作成・ホームページ（　　　　　　　   ）雪・森・農プロジェクトHP
http://ymn.daizinger.jp/

　2011年度の調査は5月から11月まで行われ、126種の植物の
開花を確認することができました。調査では、春と秋に開花の
ピークがあり、それぞれ30種以上の花を確認することができま
した（図1）。
　本ルートは、山頂近くにある駐車場からスタートし、斜面上部
～山頂～尾根を歩くルートです。緩やかな散策路沿いには、季
節ごとに可憐な花々が咲き誇り、山頂の草地では雄大な景色を
背景に植物を探す楽しみもあります。また、土壌が薄く乾燥した
尾根環境に生育するツツジ科の植物やアカマツなどの観察に
も適しています。

図 1．開花種数の季節変化
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野外調査で確認された植物の中から紹介したい植物を選び、発
見したことをシートに記入し展示物を作ります。この情報はホー
ムページで公開されて、全国へ発信されると同時に、データベー
ス化され地域情報として保存されていきます。

花ごよみ調査は、毎年、調査場所を変えて行う予定です。
興味のある方は、是非ご参加ください。

野外調査では、調査地で花の咲いている植
物を探し、記録しています。参加者はそれ
ぞれ植物を探す係、記録する係、撮影する
係になり、全員で協力して調査を行います。

現在、人と自然が共生してきた里山環境が管理放棄などにより急速
に失われつつあります。私たちは、野外調査で里山の豊かさを発見
し、作成した展示物やホームページで情報発信することを通して、多
くの人に里山の魅力を伝え、里山の未来をともに考えていくために、
花ごよみ調査を行っています。
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